
EndoZyme®はリコンビナントC因子（rFC）を用いたホモジニアスな反応系のエンドトキシン (LPS) 定量キットです。

C因子はエンドトキシンを特異的に認識するプロテアーゼ前駆体で、リムルス試験では血液凝固カスケードを活性化します。

EndoZyme®ではエンドトキシンにより活性化されたrFCが合成基質に反応して生じる蛍光を測定します。

リムルス試験ではC因子とは別の経路からβ-グルカンによって血液凝固カスケードが活性化され偽陽性となることが

ありますが、EndoZyme®にはこの経路がなくβ-グルカンによる反応は起こりません。

EndoZyme® II は EndoZyme® を改良した第二世代のキットです。 最終的な医薬品製剤、製造に使う水や原料、医療用具の

エンドトキシン測定に使うことができます。

・ 動物由来の原料を使用していない

・ 高感が高く 、0.001 EU/mL まで測定可能　 

・ エンドトキシンに特異的で、β-グルカンによる偽陽性なし

・ ロット間の再現性に優れる

・ 安定な液状試薬で使いやすい

・ 代替法として、FDAのガイダンス、および
   欧州薬局方 Capter 5.1.10 に記載されている

リコンビナントC因子(rFC)を用いたエンドトキシン定量キット 

EndoZyme® II

EndoZyme® II 特徴

EndoZyme® II とリムルス(LAL)試験の相関性

５ロットのEndoZyme® IIの回帰直線
ー　ロット間差が小さい

▷ 再溶解した標準品(50EU/mL)をエンドトキシンフリー水で
　 希釈して希釈系列を作製する。
▷ 5、0.5、0.05、0,005 EU/mLのスタンダードを測定する。 

EndoZyme® II 測定方法

EndoZyme® II キット構成
製品番号　　　        製品名

890030　　　　       EndoZyme® II            192 テスト

構成品　　　　　　　　　　　　　　     数量

酵素溶液　　　　　　　　　　　　　    1 x 2.5 mL

基質溶液　　　　　　  　　1 x 2.5 mL 

エンドトキシン標準品　　　　　　　　2本

エンドトキシンフリー水　　　　　　    2 x 100 mL

測定バッファー　　　　　　　　　　    2 x 12 mL

測定プレート (96ウェル)　　　　　　    2枚　

標準品の溶解

スタンダードの調製

サンプルの調製

ポジティブ コントロール（スパイク）

蛍光プレートリーダーを起動

検出ステップ

データ処理

測定試薬の調製

▷ ウェルの試料に50 または 5 EU/mLのスタンダードを
　 10 µL分注する。 

▷ 37℃で測定できるようウォームアップする。
▷ 励起波長：380 nm、蛍光波長：445 nm

▷ 連続分注ピペットを使い、ウェルに測定試薬を100 µL づつ分注する。
▷ プレートを蛍光プレートリーダーに挿入して、1分後に測定する。 ( 0分値 )
▷ プレートを37℃でインキュベートする。(インキュベーターまたはリーダー内)
▷ 60分後に2回目の測定をする。( 60分値 ) 

▷ 60分値から0分値を差し引く。
▷ 線形回帰 log(Y) = A ｘ log(X) + B により検量線を作成する。 

▷ 標準品に指定量のエンドトキシンフリー水を加える。
▷ ボルテックスミキサーを使い1400rpmで10分間攪拌する。

▷ 試料が水のときはそのまま測定できる。
▷ 水以外の試料ではマトリクスによる干渉 (測定値の亢進・抑制)
　 を受けることがある。
      回収率が50～200%の範囲となるよう希釈して測定する。
▷ 塩濃度が500 mMを超える場合は希釈する。
▷ 試料のpHが強酸性または強アルカリ性の場合、中和または
　 希釈して測定する。
＊マトリクスが複雑な試料の測定はEndoLISA®をお勧めします。

▷ キットの測定バッファー、
　 酵素溶液、基質溶液を、
      8：1：1の割合で混合する。
＊ 使用直前に調製する。 

EndoZyme® II の検量線

▷サンプルおよびスタンダードを100 µLずつウェルに分注する。 

▷  製品のご注文、ご質問は J.K.インターナショナル   info@jki.co.jp   tel: 03-6661-6132   へお問い合わせください。


